
８月26日開催の通学・学校運営支援部会では、『う
きは市の義務教育学校、どんな子どもを育てたい？ど
んな学校にしたい？』をテーマに「地域とともにある
学校づくり」の視点から、「学校名や校歌」、「通学
方法」、「学童保育」の内容で、ワークショップを行
いました。
A班、B班に分かれて活発な意見交流となりました。

ワークショップのまとめは、以下のとおりです。

№３ R8.10月

第 １ 回 通学・学校運営支援部会

うきは市教育委員会学校教育課学校再編推進室学校再編係
電話 : 0943-75-4950 FAX : 0943-76-4724   E-mail  :  saihen@city.ukiha.lg.jp

準備委員会、部会の
詳細はこちら

うきは市立義務教育学校
新設準備委員会だより うきは市教育委員会

学校再編推進室

意見交流

まとめの報告



うきは市教育委員会
学校再編推進室

うきは市教育委員会学校教育課学校再編推進室学校再編係
電話 : 0943-75-4950 FAX : 0943-76-4724   E-mail  :  saihen@city.ukiha.lg.jp

第 ２ 回 通学・学校運営支援部会

うきは市立義務教育学校新設
準備委員会だより

準備委員会、部会の
詳細はこちら

№３ R8.10月

9月30日開催の第２回部会は、第１回で意見交流した
内容のうち、「学校名」と「校歌」について、さらに内
容を深く考えるワークショップを行いました。

前回同様、 A班、B班に分かれて、学校名の選考方法や校歌に使いたいフレーズなど、
多くの活発な意見をいただきました。

ワークショップのまとめは、以下のとおりです。

意見交流

まとめの報告

〈Ａグループ〉
〇学校名について
・公募することで、チーム力を高めて新しい学校ができるという気持ちをもつことができる。
・「浮羽義務教育学校」はイメージが硬いので、「浮羽〇〇学園」とか「〇〇館」というよう
な感じがよい。

・「浮羽」は漢字で残したい。「浮羽」という言葉を校名に使うことでその町やうきは市の
成り立ちや歴史が残せるのではないか。

〇校歌について
・新しい校歌を作り、浮羽町の情景や歴史などを反映する。山春・大石・御幸だけでなく、
小塩・姫治・妹川もあるので、その方達の思いも入れるために新しい校歌を作ってはどうか。

・今の浮羽中学校の校歌をベースに、現校歌でいくのもいい。浮羽中卒業生は全員歌えるので、
自分達の母校の歌としてどの年代も対応できる。

〈Ｂグループ〉
〇学校名について
・公募をすることで関心を持ってもらい、開校した学校の児童生徒をしっかり見守ってもら
いたいので、学校名については広く公募をした方がよい。

・学校名には「浮羽」という漢字を残していく方がよい。うきは市立浮羽義務教育学校、ま
たは浮羽のあとに言葉をつける。例えば、浮羽「まほろば」など浮羽町をイメージする言
葉を入れる。

〇校歌について
・浮羽中学校の校歌を残す意見が多かった。歌詞最後の「浮羽中学」という部分を新しい学校
名に変えるなど一部改訂して新設学校に合うようにする。現在の小中学校の校歌を一つでも
残した方が卒業生にとっては感慨深いのではないか。

・新しい学校になるのだから新しい校歌を作る。ただ、歌詞は残して曲を新しくつけてもらっ
てもいいという意見もあった。

≪主な意見≫


